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物質・材料研究の⾶躍的な効率化に向けて、AIやロボットを活
⽤した⾃動⾃律実験が世界的潮流となっています。しかし、⾃
律実験が未知の⾰新的な発⾒を主導した事例は未だ乏しく、そ
の真価が問われる段階にあります。本講演では、全固体電池の
物質・界⾯を対象に、講演者が進めてきた基礎研究や⾃律的物
質探索の事例を紹介します。単なる合成パラメータ最適化に留
まらず、物質設計の指針となるエネルギー学理の構築に資する、
⾃動⾃律実験システムのあり⽅とその展望を議論させて頂きた
い。


